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　１　遺跡の概要

　今町遺跡は、愛知県豊田市今町に所在する縄文時代から江戸時代までの複合
遺跡で、矢作川右岸の碧海台地上に立地しています。発掘調査は、日本道路公
団名古屋建設局による第二東海自動車道建設に伴う事前調査として、平成 12
年６月から 10 月までの予定で当センターが行っています。調査面積は 4,000
m2 で、Ａ区（400m2）、Ｂ区（2,900m2）、Ｃ区（700m2）の３つの調査区に
分けて実施しています。すでに、平成１０年度にも当センターによって発掘調
査（調査面積 4,400m2）が実施されており、今回が２度目になります。Ａ区
の調査はすでに終了し、現在Ｂ・Ｃ区の調査中です。
　前回の調査によって、縄文時代中期～後期、奈良時代、鎌倉時代～室町時代、
戦国時代～江戸時代初頭、江戸時代の５つの時期の遺構と遺物が確認されまし
た。今回の調査においては、飛鳥時代～奈良時代、鎌倉時代、戦国時代、江戸
時代の４つの時期の遺構と遺物を確認しています。特に、飛鳥時代～奈良時代
の竪穴住居が重複する形ではありますが、Ｂ区だけで 60 棟以上検出されてい

たてあなじゅうきょ

ます。また、鎌倉時代の掘立柱建物数棟、戦国時代の屋敷を区画すると思わ
ほったてばしらたてもの

れる溝も確認されています。
　前回の発掘調査で確認された縄文時代の遺構と遺物については、今回の調査
では確認されていません。

調査区位置図（１：２, ５００）
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　２　地理的環境

　今町遺跡は、豊田市今町字元屋敷に所在しています。この地は、トヨタ自
動車本社方面から伸びる台地の端に位置し、碧海台地と呼ばれる台地面が矢
作川右岸に接する場所にあたります。

　３　歴史的環境

　今町遺跡の周辺には数多くの遺跡が矢作川に沿うように立地しています。
当センターでも第二東海自動車道に伴う発掘調査でこれまで本川遺跡・

ほんがわいせき

川原遺跡・郷上遺跡・天神前遺跡・水入遺跡の調査をしてきました。これら
かわはらいせき ごうがみいせき てんじんまえいせき みずいりいせき

遺跡の調査も踏まえて歴史的環境を見ていきたいと思います。
１旧石器時代
　人類が誕生した後、土器を使用するようになる１万 2000 年前くらい
までを旧石器時代と呼びます。この地域に人々が暮らし始めたのは、後
期旧石器時代（約３万年前～）に入ってからで、水入遺跡（渡刈町）の
ナイフ形石器、小猿投遺跡（今町）の有茎尖頭器、河合遺跡（河合町）・

こ さ な げ い せ き ゆうけいせんとうき か わ い い せ き

大明神Ｂ遺跡（渡刈町）の細石器などから約２万年まえからと考えら
だいみょうじん い せ き さいせっき

れます。
２縄文時代
　人々が土器を使用するようになると食べ物の煮炊き・あく抜きが行え
るようになり食料資源の対象が広がりました。水入遺跡では、早期（約
9000 年前）の焼けた土坑・中期の竪穴住居・晩期の土器棺などが確認

ど き かん

されています。
３弥生時代
　稲作が開始される頃、人々は生活の中心を川沿いの平野部やそこを臨
む台地部へと移動したようです。川原遺跡（鴛鴨町）では中期の
方形周溝墓や竪穴住居を多数検出し、また後期には大型墳丘慕が築造さ
ほうけいしゅうこうぼ おおがたふんきゅうぼ

れたことがわかってきています。他にも本川遺跡（永覚町・幸町）では
中期から後期にかけての竪穴住居が、神明遺跡（鴛鴨町）では後期の竪

しんめいいせき

穴住居が確認されています。
４古墳時代
　古墳時代も中期（５世紀頃）になると矢作川沿いにも多くの集落が展
開し、有力者による古墳の造営やそのほかの土木工事が行われるように
なります。
　今町周辺の代表的な古墳としては、豊田大塚古墳があります。この古

とよたおおつかこふん

墳は６世紀初頭のものと考えられており、天冠を始めとする鉄地金銅張
てんかん てつじがねどう

り製品など数多くの副葬品を伴っていることから矢作川の交通を押さえ
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今町遺跡と周辺の遺跡（１：２, ５０００）
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た有力者の存在が考えられます。また、水入遺跡では矢作川に並行する
形で台地の基盤層を掘り込んだ深さ３ｍ以上、全長 200 ｍ以上の巨大
な溝が作られていることからもこの地域の人々と矢作川との密接なつな
がりをうかがうことができます。
　このほか集落遺跡としてカマドの出現期の竪穴住居を含んだ本川遺跡
や神明遺跡があります。

５古代
　飛鳥時代から奈良時代にかけてこの地域では多くの集落が営まれるよ
うになりました。水入遺跡や当遺跡など竪穴住居が広がっていたことが
確認されています。律令制が開始されると当遺跡あたりは賀茂郡に属し

りつりょう か も

ていました。
６中世
　鎌倉時代になると当遺跡あたりは「衣」と呼ばれ、高 橋 荘に属し中

ころも たかはしのしょう

条氏の支配を受けていました。水入遺跡ではこの頃共同墓地が営まれ、
200 基以上の土坑墓が確認されています。
　戦国時代になるとこの地域では松平氏・鈴木氏・三宅氏などの土豪が

ど ご う

勢力をのばし、今川氏・織田氏・松平氏の勢力の接点にもあたったため
絶えず戦が繰り返されていました。郷上遺跡（鴛鴨町）・天神前遺跡（鴛
鴨町）ではこの時代の鴛鴨村の様子が確認されています。また、当遺跡
に隣接する常行院もこの時期（1543 年）創建されています。

じょうぎょういん

７近世
　江戸時代になるとこの地域の地名「衣」が「挙母」に改められ、この
地も根川六か村の今村として挙母藩領に属していました。江戸時代の今
村では矢作川の渡船が営まれ、対岸の渡合村や岡崎藩領の細川村とを結
んでいました。17 世紀には現在のトヨタ町付近の地域をめぐって挙母
七町・根川六か村と渡刈村・鴛鴨村・大林村との間で山境論が起こり、「論
地が原」の名を残すほど解決に時間がかかる争いとなりました。

８明治から現代へ　
　明治から大正にかけて挙母町は養蚕・製糸業を中心に発展を遂げてい
ましたが、昭和に入ると生糸の需要にかげりが見え始めたため、挙母町
では新たな工場の誘致に乗り出し、昭和 13 年トヨタ自動車工業株式会
社挙母工場を「論地が原」に誘致し「自動車のまち豊田」の第一歩を踏
み出しました。昭和 26 年、挙母町は「挙母市」となり、昭和 34 年１月、
市名が「豊田市」に変更されました。市制開始以来の町村合併などで市
域は拡大し県下２番目の面積となっています。現在では人口も県下３番
目となり、平成６年には「地方拠点都市地域」にも指定されています。
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　４　検出遺構

　今回の調査でこれまでに確認された遺構としては、まず飛鳥時代～奈良時
代の竪穴住居が重複する形ではありますがＢ区だけで 60 軒以上（今回の調
査区全体では 80 軒以上）が確認されています。住居の形態はほぼ隅円方形

すみまるほうけい

を呈し、一辺が４～７ｍほどの規模になります。一部の住居からは、壊され
てはいますがカマドが確認されています。竪穴住居以外には、やや新しい時
期になると思われる掘立柱建物が１棟検出されています。鎌倉時代の遺構と
しては、掘立柱建物数棟、土抗墓と思われる土坑数基、戦国時代では、井戸

ど こ う ぼ

２基、池状遺構１基、屋敷地を区画すると思われる溝数条、江戸時代では、
井戸３基、汚水溜りと思われる土坑１基、屋敷地を区画する溝数条、廃棄土坑

おすいだま は い き ど こ う

数基を確認しています。なお、戦国時代から江戸時代の屋敷地内で検出され
た柱穴の断面で柱痕が確認されていることから、建物が建っていたことが考
えられます。
　前回の発掘調査で確認された縄文時代中期～後期の遺構については、今回
の調査では確認されていません。

　５　出土遺物

　今回の調査で出土した遺物は、コンテナ約 50 箱ほどになります。竪穴住
居からは、飛鳥時代から奈良時代の坏身・坏蓋・壺・甕などの須恵器や、製

つ き み つきふた つぼ かめ す え き せい

塩土器・土錘・甕などの土師器が出土しています。また、柱穴や土坑などか
えん ど き ど す い は じ き

らは、鎌倉時代の灰釉系陶器（椀や皿など）や伊勢型鍋などの土器が出土し
かいゆうけいとうき い せ がたなべ

ています。戦国時代から江戸時代の遺物としては、瀬戸・美濃産陶磁器や常
せ と み の さんとう じ き とこ

滑産陶器、瓦、鍋や皿などの土師質製品などが出土しています。これ以外に
なめさんとう き かわら は じ しつせいひん

も出土量は少なくなりますが、肥前産磁器や、銭貨やキセルなどの金属製品
ひ ぜんさん じ き

も確認されています。器種としては、椀や皿、擂鉢、鍋などの日常生活に密
すりばち

着した遺物の出土が多いように思われます。
　また、遺構の埋土から極少量ではありますが石器が出土しています。しかし、
製品はほとんど見られず、石核（コア）や剥片（フレイク）が大半を占めて

せっかく はくへん

います。石材としては、チャート、頁岩、黒曜石などが見られます。これら
けつがん こくようせき

の石器の時期については、まだ正確ではありませんが、縄文時代である可能
性が高く、前回の調査で確認されている遺構や遺物と一致します。しかし、
旧石器時代と思われるものも一部で見られますので、さらに古い時代に今町
周辺に人々が暮らしていたと考えることができそうです。
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　６　調査成果

  今回の発掘調査により、飛鳥時代～奈良時代、鎌倉時代、戦国時代、江戸
時代の４つの時期の遺構・遺物を確認することができました。
　まず、飛鳥時代～奈良時代の竪穴住居が、重複した形ではありますが、Ｂ
区だけで 60 棟以上検出されたことです。比較的短い期間に何回か建て替え
られてはいますが、矢作川のこの地に 1300 年以上も前から人々が生活して
いたことが確認されたことは、貴重な資料を得ることができたと思います。
　その後、この地に人々の生活の痕跡を確認できるのは、鎌倉時代になりま
す。他の時代ほど遺構は密ではありませんが、居住域や墓域などとしてある
程度の集落の広がりを想定することができます。
　また、戦国時代以降もこの地は、居住域や水田として利用されていたこと
が、検出された遺構・遺物によって確認されています。

　【用語解説】

飛鳥時代（あすかじだい） ： 時代区分の１つで、592 年の推古天皇の
  即位から 710 年の平城京遷都までをさす。 
  645 年の大化改新を境に前後に区分され
  る。
土坑墓（どこうぼ） ： 遺骸を埋葬した土坑の墓。
土　錘（どすい） ： 主に魚網・釣り針用の土製のおもり。
製塩土器（せいえんどき） ： 海水を濃縮した塩水を入れて加熱し、塩
  をつくる土製の容器。
灰釉系陶器（かいゆうけいとうき） 
 ： 東海地域を中心とする中世を代表する無
  釉の陶器。器種としては、椀・皿・鉢・
  壺などがあり、 椀を山茶椀、皿を山皿と
  もいう。
伊勢型鍋（いせがたなべ） ： 中世前期に当地域で一般的に利用されて
  いた煮沸具。
石　核（せっかく） ： 石器を作るためにもとになる原石を割った 
  時に、石の中心側に残るかたまり。コア
  ともいわれる。
剥　片（はくへん） ： 石器を作るために原石から薄く剥ぎとら
  れた石片。フレイクともいわれる。



9



10



11

日本の主なできごとと今町遺跡
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